


佐賀県高等学校教育研究会工業部会が

パーキングパーミット用看板を製作

パーキングパーミットの広がり〔県内〕

若い世代の参画
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交付件数と協力施設数

の大幅な増加 77％の利用者が、
「止めやすくなった」と評価

制度に対する評価



＜ 県 ＞
Ｈ18年度 佐賀県

Ｈ19年度 山形県、長崎県、福井県、熊本県

Ｈ20年度 栃木県、島根県

Ｈ21年度 福島県、徳島県、群馬県、鳥取県、鹿児島県

今年度導入予定 岩手県

＜ 市 ＞
神栖市（茨城県）、萩市（山口県）、川口市（埼玉県）

＜ 県 ＞
Ｈ18年度 佐賀県

Ｈ19年度 山形県、長崎県、福井県、熊本県

Ｈ20年度 栃木県、島根県

Ｈ21年度 福島県、徳島県、群馬県、鳥取県、鹿児島県

今年度導入予定 岩手県

＜ 市 ＞
神栖市（茨城県）、萩市（山口県）、川口市（埼玉県）

平成21年9月1日から長崎県、熊本県との３県間、11月1日から鹿児島県を加え
た４県間で利用証の相互利用を開始

平成21年9月1日から長崎県、熊本県との３県間、11月1日から鹿児島県を加え
た４県間で利用証の相互利用を開始

利用証の相互利用開始

本県を含め12県3市で導入済み（平成21年12月末現在）全国の導入状況

パーキングパーミットの広がり〔県外〕



パーキングパーミットプラスワン運動に取り組みます

現状と課題

●車いすユーザーから「パーキングパーミットの利用者が全体的に増え、身障者
用駐車場（幅３．５ｍ以上）に駐車できないことが多くなった」との意見

●各々の協力施設の身障者用駐車場の台数を早急に増やすのは困難
（身障者用駐車場を増やすためには ⇒ 駐車台数の減や白線の引き直し等によるコスト増）

パーキングパーミット協力施設出入り口近くの一般駐車場（2.5～2.7ｍ程度）に、

車いすユーザー以外の方のための駐車場を確保（プラスワン）し、利用者全体の利便性を向上

①各保健福祉事務所に運動員計10名を配置し施設に働きかけ（１月２０日より開始）

②対象駐車場に路面表示マークを貼付

プラスワン運動に取り組みます（一般駐車場を制度対象へ）

課題解決のためには

NEWNEW

パーキングパーミット制度実施県では全国初



プラスワン運動の目標と路面表示マーク

路面表示マークサイズ：1200mm×750mm
*このマークには車いすマークがありません

路面表示マーク貼付方法等
１ 対象施設

県と協定を締結している協力施設
２ 協力依頼方法

保健福祉事務所職員が訪問依頼
３ マーク貼付方法

焼付けバーナーで貼付

目標：１０００台分（～２２年度）

身障者用駐車場（３．５ｍ以上）身障者用駐車場（３．５ｍ以上）

一般駐車場
（２．５～２．７ｍ程度）

一般駐車場
（２．５～２．７ｍ程度）




